
価値（知）
創造

個々の施策実施

個々の価値を有する（目的とする）施策を、連携施策としてコーディネートすることで、
価値を共有し、個々の価値レベルをアップさせるとともに、トータルとして価値レベル
を引き上げる

連携により期待される価値創造について（イメージ）

連携した施策の実施

パターン①：協働化の進展によるシナジー効果

施策Ａ 施策Ｂ
施策Ｃ 施策Ａ

施策Ｂ

施策Ｃ

目標共有・取組情報の共有・
役割の明確化

価値（知）
創造 ・協働化（共同検討会など）

・関連技術マップの作成
・地域ブロックでの展開 等

個別施策としての価値レベル

各施策の価値レベルが積み上がり、
全体として向上

資料４



応用 基礎 応用

施策Ａ

施策Ｂ

橋渡し

橋渡し

基礎

社会還元の
度合

パターン②：知の源から結実までの一貫した流れ

各施策の橋渡しや、補完的課題の実施などにより、基礎から応用、事業化までの
シームレスな流れを創り上げるともに、波及効果が生じる

施策Ａ

施策Ｃ

施策Ｃ

施策Ｂ

・補完的課題の実施
・共通プラットフォームの整備
・情報発信・共有化による効果の波及
・同一サイトでの共同実施 等

他府省の成果などの活
用、補完的課題の実施

◎個々の施策実施 ◎連携した施策実施

施策Ａを施策Ｃに結びつけ、
社会還元を最大化させる
補完的課題

社会への出口に近いが、
基礎からの橋渡しが弱い
ため社会還元度が低い

社会還元

基礎中心のためそれだけでは
社会還元につながっていない

施策Ｃ’
社会還元の
度合

社会還元の
度合いUP 波及効果により

新たな応用施策

施策Ｃ 当初の社会還元の
度合



時間短縮
（付加価値）

現在

当面、達成すべきライン

連携による進展の加速化

これまでの研究開発
に基づく進展の予測

時間

価値（知）
創造

パターン③：価値創造の加速化

協働化の効果や入口から出口までのシームレスな流れの整備の効果が総合的に
発現し、当面目標とする価値レベルまでの技術開発を早期に達成

・共通プラットフォームの整備
・同一サイトでの共同実施
・技術の利活用・普及の促進（モジュール化、標準化など） 等


